
２－２ 平面計画 

岐阜市新庁舎実施設計   

 

会議室市民スペース凡 例： 執務スペース コア・倉庫・機械室等

１. 迅速かつ盤石な危機管理体制の構築

■危機管理（6・7 階）部門及び庁舎設備（8 階）

　６階に災害対策本部室を常設し、迅速な災害対応を可能とするとともに、災害時には同フロア
の複数の会議室を本部室の補完スペースとして活用するなど、盤石な危機管理体制を構築

３. 災害時の庁舎機能の維持
　８階に、非常用発電機や空調熱源などの重要機器を集約し、大規模災害や長良川の氾濫、
集中豪雨が発生しても、これらを水損させず、庁舎機能を維持

２. 災害時における情報システムの維持と職員の支援
　７階には、情報システムのサーバー機器を集約し、災害時にあってもその維持管理を徹底
　また、長期間、災害支援に従事する職員をサポートするため、休養室や保健室を配置

①災害対策本部室
災害時に、迅速な災害対応を可能とする常設の災害
対策本部室

②共用中会議室（２室）
日常は共用会議室として使用し、非常用電源などを
設置し、災害時には、災害対策本部室を補完するス
ペース（本部事務室、ｵ ﾍ ﾟ ﾚ ｰ ｼ ｮ ﾝ ﾙ ｰ ﾑ）として活用

③防災無線室・防災情報センター・機械操作室
防災行政無線や防災システムなどを集約

④防災倉庫・備蓄倉庫
災害対応のための資機材や物資を備蓄

⑤大会議室
日常は大会議室として使用し、非常用電源などの設
置により、災害時には、自衛隊などの他団体が活用
できるスペース

⑥防災多目的スペース
災害時には、災害物資の仮置きなど、防災活動ス
ペースとして多目的に活用

①情報サーバー室
災害時にあっても、様々な情報システムを維持する
情報サーバー室

②男子・女子休養室、保健室
長期間、災害対応に従事する職員をサポート

①熱源機械室、電気室、MR
庁内の基幹設備を集約するとともに、建物の中間階
に電気室や熱源機械室を配置することで、建物全体
に効率よく電力や冷暖熱を供給

②発電機室
突発的な停電や大規模災害にも対応する非常用発
電機（約 72  時間の稼働を計画）

③搬入テラス
大型設備の更新作業のため、搬入テラスを整備

２－2－2　各フロアのレイアウト

：熱源機械室・電気室・発電機室など　 6 F：災害対策本部室（常設）・都市防災部・防災倉庫など

：情報政策課・情報サーバー室・職員厚生課
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